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   For the purpose of making fundamental experiments concerning the function of male 
sexual glands in urology, I carried on various experiments with male rats and the results 
obtained were as  follows  : 
   (1) The atrophy of accessory sexual organs after bilateral castration was brought to 
completion in 10 days, being remarkable histologically, too. 
   (2) In the case of unilateral castration, atrophyin accessory sexual organs did not 
take place at all either in weight or histologically even at the time when atrophy, in the 
case of bilateral castration, should be completed. 
   (3) In the case of partial excision (3/4) of the testicles, atrophy of accessory sexual 
organs occurred almost in the same way as in the case of bilateral castration, both in 
weight and histologically. 
   This, however, may depend on the way of manipulation during the operation. 
   (4) The minimum dose of Testosterone propionate for the prohibition of atrophy in 
accessory sexual organs after castration, was 8 mg in total by 4 week method, administer-
ing 2 times a week and 1.0 mg at a time. 
   (5) At the time when atrophyin accessory sexual organs after castration was com-
pleted, I dosed a large amount (50 mg in total) of Testosterone propionate in installments, 
which restored the atrophy. Depot-testosterone, too could prohibit atrophy, 
   (6) The minimum dose of Estradiol benzoate for the atrophy of accessory  sexual 
organs uitable to the castration by female sex hormone was 0.02 mg in total by 10 day 
method. 
   (7) I compared the efficacies of the 5 drugs of female sex hormone Ovahormon, 
Estradin B., Suron, Royal, and Estimon. The result was that assuming the efficacy of 
the former two as 1.0, that of Suron was 0.001, that of Rovel and Estimon 0.2. 
   (8) In the prohibitive method of atrophy in accessory sexual organs after castration, 
the action of the mixed hormone of both the sexes (Bisteron) reinforced that of Testo-
sterone.
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   (9) P. H. P., a synthetic pituitary-gland dipressant, exerted the atrophic action of 
accessory sexual organs and on the testicles, but in this case the atrophy of accessory 
sexual organs took place quickly and that of the testicles was delayed. Compared, how-
ever, with Estradiol benzoate, the atrophic action on sexual glands was weaker. 
   (10) Honvan, a medicine for prostatic cancer, had the same atrophic action on acce-
ssory sexual organs as Estradiol benzoate, but its characteristic quality was that it did 
not bring about any decrease in the weight of the testicles and M. levator ani and besides 
atrophic action was stronger on accessory sexual organs than on the testicles. 
    11) In the case of testicular transplantation, the secretion of male hormone was 
continued for 10 days in  autotransplantation only, while in homotransplantation  degenera-
tion seemed to take place earlier than that. 
   (12) Even the hypophysectomy alone caused a littie decrease of testicular weight and 
a remarkable atrophy of accessory sexual organs, but when 0.02 mg in total of Estradiol 
benzoate was dosed after the excision, both the weight of the testiclees and that of acces-
sory sexual organs decreased by 1/2 in comparison with the case of the excision alone, 
which fact led me to imagine that Estradiol benzoate exerted a direct action on the testicles 
and accessory sexual organs. 
   (13) Male hormone was administered after the hypophysectomy, but when it exceeded 
a certain amount the decrease of weight in the testicles and in accessory sexual organs 































(1)重量測走:重 量測定を したのは体重,全 副性














㈲ 凝 固腺 果 糖:睾 丸 機能 を 知 る た め測 定 したが そ
の方法 はMan11の 方 法 に よつ た,
㈱ 組 織 検査=前 立 腺,精 嚢 腺,凝 固腺 の組 織 検査
を したが,固 定 は10%ホル マ リソ,染 色法 は ヘ マ トキ
シ リン ・エオ ジ ン重染 色,SudanIII,SudanBlack





















前 立 腺 重 量(mg)239.4
副 腎 重 量(m・)1(ll:81









































屠 殺 時 体 重(9)
副 性 器 重 量(mg)







































































































屠 殺 時 体 重
副 性 器 重 量
前 立 腺 重 量





































屠 殺 時 体 重(g)
副 性 器 重 量(mg)
副 腎 重 量(mg)






















































































屠 殺 時 体 重(9)
副 性 器 重 量(mg)


















実験 方法=両 側 去 勢 直後 か ら男性 ホル モ ン製 剤 で あ
るTestosteroneproplonate(Enarmon帝臓)を 使
用 し,そ のO.lmg,O.25mg,0.5mg,1.Omg,2.5mg
お よび3.5mgを1回 量 と しそ の各 量 を1週2回 ,4


































































































































































と,副 性器 を 去勢(除 畢)と 同 様 に 完全 に 萎 縮 させ る
に必 要な最 少 量 を 決定 しよ うと した.
実 験方法:4匹 の動 物 を使 用 し,薬剤はEstradiol
benzoate(Ovahormonbenzoate帝臓)を 用 いた.
投与量は夫 々総量0.006mg,0.Olmg,0.02mgおよび
0.04mgを上 記10日法 で 分割 投 与 した.
成績:そ の成績 は 第9表 に示 す 通 り総 量0.01mgま
では不足 で副 性器 お よび畢 丸 重量 は殆 ど正常 で,総 量









































































第1節 目的,材 料,実 験方 法
目的:第3章 でEstradiolbenzoateを使 用 して男
性 副性 器 を萎 縮 させ る量 が0.02mgで あ るこ とを 知
っ た ので 市販 の他 の 女性 ホル モ ン製 剤 を使 用 してそ の
効 力 の比 較 を しよ うと した.
材料:第1章 と同 じで あ る.
実 験 方 法:Estradiolbenzoateで去勢 最少 量 が





5種 の 薬 剤 を使 用 した.
第2節 実 験
第1項 総 量0.02mgを 使 用 した場 合
実 験 方 法=上 記5種 薬 剤 の 各 々総 量0.02mgを10
日法 に て実 験 した.
成 績:そ の 成 績 は第10表に示 す 通 りでOvahormon
お よびEstradinBでは 副性 器 は 萎 縮 し,副 性 器 お よ
び 挙肛 筋 の 重量 は 減 少 してい る.これ に対 してSuron,
Rova1,Estimonを投 与 した もの は 副性 器 は 萎縮 せ
ず,副 性 器 お よび挙 肛 筋重 量,酸 フ オス フア タ ーゼ 値
もほぼ 正 常 値 を示 し,睾 丸重 量 は殆 ど減 少 が な い.即
ち これ ら3種 薬 剤は0.02mgで は 去勢 量 に は不 充 分
で あ る.
組 織 所 見





使 用 薬 剤
前 体 重(9)
屠 殺 時 体 重(9)
睾 丸 重 量(mg)
副 性 器 重 量(mg)
前 立 腺 重 量(mg)
凝 固 腺 重 量(mg)
酸フオスフアターゼ(KAU)








































































＼ ＼ 動 物番 号1
-i43
測 定 ＼一 ＼1





















































種 薬 剤 はO.02mgでは 去勢 量 に は 不充 分 で あ っ た ので
総 量 を 夫 々Suronは1000倍の20mg,Rova1は5倍
の0.1mg,Estimonも5倍の0.1mgを 使 用 して10
日法 で実 験 した.


























前 立腺 は萎 縮 性でFibrosisは中 等 度 で,腺 上 皮 は
萎縮 性で 配列 不正 で あ り上 皮 内 に空 胞 形成 を多 数 認 め
る.精 嚢 腺,凝 固腺 も萎 縮性 でFibrosisがあ り内 容
に とぼ しい.こ の変 化 はSuron20mgよ り高度 で
Rova1に匹 敵 す る.
睾 丸は やや 萎 縮性 で 精 細胞 は 粗 にな り脱 落す る.精
子形成 は認 め な い.SudanIIIおよびSudallBlack
染 色では 細精 管 の 内腔 周辺 に穎 粒状 脂 肪 を 少 量 認 め












































目的=男 性 ホル モ ンと卵胞 ホル モ ンとを 一定 の割 合
に混 合 した もの は これ を 男性 あ るいは 女 性 に投 与 した
場 合 各 々の もつ 特殊 な 性 作 用 の 一 部 は 互 に 抑 制 し合
い,一 方両 ホル モ ソに 共通 した 全身 的 作 用 例 えば 下垂
体 前 葉 の機 能 抑 制 お よび 体組 織 形 成促 進 等 の作 用 は両
ホル モ ンの併 用 に よ り相 剰的 に 強 ま る こ とが知 られ て
い る.こ れ を 動 物 に て実 験 した.
材 料=第1章 と同 じで あ る.
実 験方 法:第2章 第2節 第1項 に て男 性 ホ ル モ ン
Testosteronepropionateの去勢 後 副性 器 萎 縮 防
止 最少 量 は8mgで あ る こ とを 知 つた の で,4匹 の動
物 を使 用 してBothermon(帝臓)お よびBisteron
(三全)の 各 々を 夫 々O.lccおよび0.2cc1週2回,
4週間 投 与 し最 終 注 射 終 了後3日 目に屠 殺 した.
Bothermonは1cc中に テ ス トス テ ロ ン4.76mgお
よび エス トラヂ オ ール0.24mgを含 み,Bisteronは
1cc中に イ ソ酪 酸 テス トス テ ロン5mgお よび安 息 香
酸 エ ス トラヂ ォ ール0,166mgを含む 結 晶 浮 游液 で あ
る.そ れ で共 に0.2cc8回注 射 した 場 合 はTestoste-
roneとして総量8mg.0.1cc8回注 射 で は 半量 の4
mgで あ る.前 述 した 様 に混 合 ホ ル モ ンは 男 性 ホル モ
ン作 用 の増 強 が あ る とい わ れ るの でTestosterone
propinateの最 少 萎 縮 防止 量 の8mgと そ の 半量 の














屠 殺 時 体 重(9)
副 性 器 重 量(mg)
前 立 腺 重 量(mg)
副 腎 重 量(mg)







































そ の成 績 は 第12表に 示す 通 りであ りBothermon1
回量0.1cc(Testosteroneとして 総量4mg)で は 副
性器 の萎 縮 を認 め,副 性 器 お よび挙 肛 筋 重量 の減 少 を
示 して萎 縮を 防 止 し得 な いが.他 の もので は副 性 器 の
萎 縮 を認 め ず,副 性器 お よび挙 肛 筋 重量 の減 少 は み ら
れず,又 前 立腺 酸 フオス フア タ ーゼ の減 少 もみ られ な
い 即 ち こ の実 験 に お い てはBothermonはTest-
osteroneとして最 少 萎縮 防 止 量 の8mgで は勿 論 萎
縮 を 防止 して い るが,そ の 半量 で は 不可 能 で あつ た.
然 る にBisteroneは半 量 の4mgで も既 に 萎縮 を 防
止 し得 てTestosterone作用 を増 強 して い る と思わ れ
る.
副 腎 重量 はBisteroneの0.2cc8回注 射 の もので





















第13表P.H.P.埋 没 の影 響
、＼＼ 一＼ 動物番号1




屠 殺 時 体 重(g)
睾 丸 重 量(mg)



















第1項 目的,材 料,実 験 方 法
目的:P.H.P.はPara-hydroxy-propiophenone
の略 で1949年MarcelPerraultilこよつ て紹 介 され た
合 成 下垂 体 抑制 剤 であ りそ の構造 はDiethylstilbest-
rolの半 分 の型 を して い る.使 用 した 製 剤 は カ ス タ ン
・コ ーワで 白 色無 味 無臭 の粉 末 で あ り,本 剤 の末 梢
Estrogen作用 は非 常 に 小 さ くStilbestrolの1/1000
～1/10000であ る とい われ ,下 垂 体 に対 す る抑 制 作 用
















＼ 一一 「＼1＼ 1
53 54
前 体 重(9)
屠 殺 時 体 重(9)
睾 メL重 量(mg)
副 性 器 重 量(mg)
前 立 腺 重 量(颯g)
副 腎 重 量(mg)






















































PhateのDisodium塩の水 溶 液 で こ の化 合 物 自体 は
発情 ホル モ ン作 用が な い が,前 立 腺組 織 お よび 同癌 の
転 移病巣 に運 ぼ れ る と酸 性 フオス フア タ ーゼ に よ り燐


























































屠 殺 時 体 重(9)
副 性 器 重 量(mg)



















































埋 没 重量 は湿 重量
は他家睾丸
目的:女 性 ホ ル モ ンの雄 性 性 腺 抑 制 作用 が 下垂 体 を
介 す る か ど うか を知 るた め で あ る.
材 料:Wistar系の雄 性 成 熟 ラッ トを使 用 した.
実験 方 法=女 性 ホル モ ンEstradiolbenzoateを
使 用 し,垂 別4日 目 よ り正常 動 物 の 最 少去 勢量 であ る
EstradiolbenzoateO.004mg宛5日総 量0.02mgを























































屠 殺 時 体 重(9)
睾 丸 重 量(mg)
副 性 器 重 量(mg)
前 立 腺 重 量(mg)
副 腎 重 量(mg)


















目的:垂 別 を行 つ て下 垂 体 性腺 性 刺 戟 ホ ル モ ンの 欠
除 した 動物 で 男性 ホル モ ン投 与が 睾 丸 の 萎縮 を 防 止 し
得 るか 否 かを 知 るた め で あ る.
材料:Wistar系の雄 性 成 熟 ラッ トを使 用 した,
実験 方法:3匹 の 動 物 を使 用 し男性 ホ ル モ ンは
Testosterone(Enarmonsuspension帝臓)を 使 用
した.No.61,62,は垂 別3日 目よ りTestosterone
O・lmg宛20日間 連 続 注射 し,注 射 終 了 後3日 目に 屠
殺 し,No.63は 垂 別3日 目 よ りTestosterone2.0




























列はやや不正で 細胞内に 空胞形成を認めるものが 多
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屠 殺 時 体 重(g)
畢 丸 重 量(mg)
副 性 器 重 量(mg)
前 立 腺 重 量(mg)
副 腎 重 量(mg)











































泌尿器科 におけ る男性性腺機能に関す る基礎
的実験 として動物(雄 性 ラ哩})を 使用 して,
去勢,性 ホルモ ン投与,垂 別な どの性腺 に及ぼ
す影響 につ いて実験 を行つた.こ れ は副性器を
指標器官 として諸実験におけ る睾丸機能の変 化
を知 ることが大 きな目的であ り,ま た前立腺癌
の治療 として使用 され るHugginsの抗 男性 ホ
ルモ ン療法 の効果を動物において実験す ること
も一つの 目的であつた,
去i勢により副性器が萎縮 するこ とは周知 の こ
とで あるが.著 者は全去勢 の時間的経過 と副性
器 の変化について観察 したが,全 去勢後10日で
既 に副性器は肉眼的に全去勢後30日と同程度 に
萎縮 し,組 織 的に も全去勢後10日で前立腺組織
の著明な萎縮 がみ られ,精 嚢腺,凝 固腺でも同
様 な萎縮 がみ られ る。Brandes&Browneは
去勢,エ ス トロゲン処 置のマウスで前立腺 に癌
性変化が起 ることが あると報告 したが,著 者は
この ような変化はみなかつ た.偏 側去勢では全
去勢 で副性器 の萎縮 が完成す る時期においても
重量 的 な らびに 組織的 に 萎縮 は 全 くみ られな
い.
睾丸3/4部分切除においては副性器 は重量的
お よび組織 的に全去勢 と殆 んど同様な萎縮 がみ
られ たが,こ れは手術 的影響が幾分 あるのかも
知れ ない.
男性 ホルモ ンは睾丸間細胞か ら分 泌され るも
ので男性の副性器即 ち前立腺,精 嚢腺等の発育
肥大 を来 し,男 性 としての二 次性徴 の発育 を促
進せ しめ,睾 丸に対す る作用 としては,精 子形
成促進作 用を有す るとされ る.動 物 においても
全去勢 により副性器 の萎縮 を来すが,去 勢動物
に男性 ホルモ ンを投与すれば副性器の萎縮 は急
速 に回復 し,組 織的に も去勢前 の 状態に もど
り,更 に大量 の男性 ホルモ ンを投 与すれば,副
性器 の全重量 は去勢前 よ りは るかに増大す るこ
とが知 られてい る.著 者は去勢後 男性 ホルモン
投与を行 いその萎縮防止作用をみたが.初 めに
去勢後副性器萎縮防止量 の決定 を行つた.即 ち
Testostosteronepropionateを使用 しその
0.1mg,0.25mg,0.5mg,1.Omg,2.5mgおよび
3.5mgを1回量 とし,各量 を週2回4週 間計8
回投 与 したが.萎 縮を防止 する ことが出来 た最
少量 は1回 量1.Omg総 量8mgで あつた.こ
の場 合の副性器の重量 お よび組織的には全 く正
常であつ た.去 勢後 副性器萎 縮の完成 した時期
か らTestosteronepropionateの大量(総 量
50mg)を投 与 したが,こ の場合には副性器の
萎縮 は全 く回復 していた.去 勢直後 よりTest-
osteroneのデポ ー剤 を投与 したが.こ の場合
で も副性器の萎縮 を防止 していて副性器重量は






























前立腺 に対 する女性 ホルモンの影 響は主 とし
て前立腺癌お よび肥 大症 の発生病理 に関 して多
数の人々に より倹索 されている.Hugginsが




Mathews等はいつれ も成熟 ラッ トに対 する女
性ホルモンの影響 を実験 しているが,こ れ らの
成績は個 々の実験で発情物 質の種類,投 与量 お
よび期間などが異 るため,そ の結論 には多少の
差異をみるが,大 体において発情物質の投与は
前立腺の萎縮(分 泌の減 少乃至 消失,腺 細胞の









本 邦では中山 もラッ トにおいて同様の結 果を得
た とした.著 者は先ず女性ホルモンの去勢 に要
す る最 少量を決定す るためEstradiolbenzoate
を使用 し総量を夫 々0.006mg,0.Olmg,0.02
mgお よび0.04mgを著者 の用いた10日法 で分
割投与 したが,去 勢に匹敵 す る副性器萎縮 に要
す る女性 ホルモ ンの最 少量はEstradiolben-
zoateで0.02mgであつ た.し か しなが ら睾
丸全去勢の場 合に比較す ると肉眼的形態 および
組織的 に萎縮の程度 はやや弱い 女性 ホルモ ン
の性腺 に対す る作用 について中山はその直接 的
破壊作用を強調 して組織的に上 皮の変化が強 い
といつているが,著 者の実験 ではOvahormon
O.02mgで前立腺が強度萎縮 した場 合は去勢10
～30日と腺上皮の萎縮 性変化について特 に著 明
な差異 はみなかつた.ま た前立腺 各葉において
萎縮 程度 に差異をみなかつた.睾 丸 は重量はや
や減少する程度 であつたが,そ の組織所見では
細精管に軽度の萎縮 がみ られ,細 精管内脂肪 の
増加 と間細胞脂肪の減少がみ られ る.
各種 市販の発情 ホルモンの効果を比較す るた
め にOvahormon,EstradinB,Suro11,Rova1
お よびEstimonの5種薬剤を使用 した.赤 須
にょればEstrogenの効果は動物実験 では動 物
の種 に より一様の反応を きたさず,同 一種で も
臓器の投与Estrogenに対 する 反応は 必ず し
も一定 でな く,ま た油溶液か懸濁液か水溶液か
に よつて も異な り,分 割 して投与す る場 合と,
一 回に全量投与す る場 合でも,内 服 と皮下では
全 く異なつて来 る.叉 その効 力はEstradio1を
1.0とす るとHexestrolおよびDiethylsti1-
bestrolは1.0であ り,Estradiolbenzoateは
5.0であるとい う,著 者は前述 の5種 の薬剤を
使用 しは じめにEstradiolbenzoate(Ova-
hormon)の最 少去勢量であ る0.02mgを各種




Estimo11)は殆 んど変化 をみなかつた.睾 丸重
量 は5種 共 に殆 んど減少を見 なかつた.次 に
Suron,RovalおよびEstimonの3者 の使用
量 を増 加 し,Suronは1,000倍の総量20mg,
Rova1およびEstimonは5倍 の0.1mgを使
用 した所,は じめて副性器 の萎縮を きた した.
即 ちEstradiolbenzoateに対 してRova1お
よびEstimonは1/5,Suronは1/1,000の
効果 しかない と思われ る.中 山は ラヴ トで
Suronを使用 し,総 量40mg以 上,期 間 とし
て2週 以上の連続投与で性器系 に可成 りはつき
りした萎縮を認 める といつたが.著 者は5日 間
連続投与,5日 放置後屠殺で副性器に著 明な萎
縮 を認 めた.こ の場 合も睾 丸重量 の減少は著 明
ではなかつ た.し か し組織的には可成 りの抑制
がみ られ る.前 立腺 の組織所見 では,そ の腺上
皮の萎縮性変化はSuron,Rova1,Estimonは
OvahormonO.02mgに及ばず,腺 上皮の扁平
化,分 泌相の減 少,核 の濃縮配列不正,上 皮 内
空 胞形成な どがみ られた程度で,Ovahormon
あるいは去勢後 の ように上 皮,核 の扁平化,濃
縮,配 列不正,多 層 化などには至 らない 上記
3者の変化は後 者の最終的な変性 に至 る過程 と
思われ る.中 山は女性 ホルモ ンの腺上皮に対 す
る直接破壊 的な作 用につ いて述べているが,か
か る作用を著者 も後述の垂別後女性 ホルモ ン投
与の実験 で畢丸では明 らかであつたが,前 立腺
では差異 はみ られない ようであ る.そ の萎縮 が
完成すれば去勢,女 性 ホルモン去勢,垂 別後 女
性ホルモン投与の3者 に著 明な差 はみ られなか
つた.
第5章 で述べた如 く,男 性 ホルモン と卵胞ホ
ルモ ンとを一定 の割 合に混 合した ものは,こ れ
を男性 あるいは女性 に投与 した場 合,各 女の有
す る特殊 な性作 用の一部は互 に抑制 し合い,両
ホルモ ンに共通 した全身的作 用,例 えば下垂体
前 葉の機能抑制 お よび体組織形成促進等の作 用
は両ホルモ ンの併用 によつて,相 剰的 に強 まる
ことが知 られている.著 者の使用 した薬剤は
BothermonおよびBisteronの2種であるが.
前者 はTestosteroneとしての去勢後前 立腺の
最 少萎 縮防止量であ る8mgで は,そ の萎縮を
防止 しているが,そ の半量 の4mgで は萎縮の
防止 は不可能であつた.後 者 では半量 の4mg
で も既 に萎縮を防止 してい てTestosterone作
用 を増強 してい ると思われ る.
Lacassagne(1952)にょるとP.H.P.の発
情作用はStilbestrolの1/35,000で,幼若動
物 の生長に関 しては生後6週 間の雄性 ラッ トに
30日間1目120mg経 口投与す ると生長は緩除
にな り,下 降か または停止 し,睾 丸,前 立腺,
精嚢腺の重量 は減 少し,組 織学的 には性腺の細
胞は退化す るが.下 垂 体,甲 状腺,副 腎には何
等変化な く,成 熟雄 ラーtトに同様30日間投与 し
た ものでは 精嚢腺,前 立腺 の萎縮 は 早期に生
じ,睾 丸 の萎縮は4カ 月間 でゆつ くり現われた
が.幼 若 のものにみ られた ような性腺の組織学
的障碍 は発見 されなかつた.こ のことから
LacassagneはP.H.P.の弱い発情作 用にもか
かわ らず,著 しき性腺萎縮 は結局P.H.P.が下
垂 体前葉 のある機能 を抑 制 しているもの と想像
した.著 者 の実験 にて も投与方法はP.H.P.
100mg腹壁皮下埋没法 であるが,埋 没後10日
では睾丸 および副性器 の萎縮は認 め られず,埋
没後15日では睾丸萎縮 は認 められ な い が,副
性器 の萎縮が認 め られ ている.更 に埋没後30日
では畢丸,副 性器の重量 は共 にEstradiolben-
zoateの最少去勢量を投与 した場 合に匹敵 する
程度 に減 少してい る.即 ちP.H.P.投与 でも睾
丸,副 性器は萎縮す るが。後者 の萎縮が前者 よ
り早 期にあらわれ る.し か しEstradiolben-
zoateよりは遅発性であ る.畢 丸 の組織所見で
は細 精管 内細胞の発育抑制 と,脂 肪穎粒の出現
間細 胞の脂肪減 少がみ られ,こ れはEstradiol
benzoate投与,垂 別の場 合 と同様である.即
ちP.H.P.は睾丸,副 性器 に対す る直接作用 に
ついては不 明であるが.主 として下垂体抑 制作
用を有す るもの と思われ る.
ホンバ ンは第6章 で述べた如 くそのままでは
発情 ホルモ ン作用 はないが.前 立腺組織お よび
同癌の転 移病巣 に運ばれ ると発情 ホルモン作用





















男性性機能 の中枢 をなす睾丸が下垂 体機能 と
不可分の関係にあることは周知の事 実であ り,
この両者 の関係は下垂体の ゴナ ドトロピンの睾





ける実験でも垂別後睾丸は肉眼的 に4日 目頃 よ
り漸次挙上 し,7日 目にな ると明 らかに萎縮 す
る.睾 丸の組織所見で も精 子形成が停止 し細精
管は狭少 とな り,脂 肪穎粒が出現 し間細 胞脂肪
が減少する.ま た森に よれば,内 分 泌腺 に特異
な退行性変化があらわれ る.例 えば副腎髄質お
よび皮質の収縮等で,こ の際 は皮質,特 に束状
帯の萎縮が起 る.下 垂 体を別除 する と副腎の重
量が著明に減少す るが,こ れは束状帯の萎 縮に
原因が求められている.著 者実験では垂別のみ
でも9日 後には畢丸重量はやや減少 し,副 性器
は著明に萎縮 するが,垂 別後 にEstradiolben-
zoateの最少去勢量 である0.02mgを10日法
にて投与する と睾丸重量 は垂捌単独に比 し,そ
の約1/2に減 少し,副 性器重量 も同様にその約
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1/2に減 少す る.組 織的に も睾丸,副 性器共に
萎縮 性の変化は 垂別単独 のもの より 強度 とな
る.こ の場合前立腺腺上皮の萎縮性変化は殆 ん
ど完成 されていて未勢,女 性ホルモ ン去勢 の場
合 と殆ん ど差異 を認めない.つ まりEstradiol
benzoateは垂別後 で も畢丸 および 副性器に対
す る 直接的な 萎縮効果 を有 してい ると思われ
る.
前述 の実験の如 く垂別 をす ると睾丸が萎縮 し
副性 器も また萎縮す るが,こ れに下垂 体性 ゴナ
ドトロピンを補給すれば当然性腺 の萎縮は防止
し得 る.し か し垂 別 に よる睾丸萎縮の 防止 に
Androgenも有効であ ることはWalsh(1933),
Cuyler&McCullagh(1933)およびSimpson
&Evans(1946)にょ り報告 され てい る.そ し
て これはAndrogenが細精管に作用 して精子




止す るためであ り,組 織 的にみて も細精管の発
育は殆ん ど正常 の如 くみえる.し か し細精管に
少量の脂肪穎粒の出現 があ り,間 細胞の脂肪 は
減少 していて全 く正常 とはいえない.間 細胞に
は回復的な作用 はない ようで ある.副 性器 も萎
縮 が防止 されてい るが,こ れはTestosterone
の直接 作用であろ うと思われ る.少 量投 与群
(Testosterone総量2mg)で は副性器重量 も減
少 しているが,組 織的には垂易ll単独の ものに比
しTestosteroneの作用 を認 め,や や回復 して
いる.即 ち垂別動物で もAndrogenは畢丸 の
細精管細胞には促進的に作用 する と思われ る.
結 論
著者は泌尿器科における男性性腺機能に関す















5)去 勢後副性器萎縮 の完成せ る時期 に
Testosteronepropiollateの大量(総 量50mg)
を分割投与 したが,萎 縮は回復 していた.
Depot-Testosteroneでも萎縮は防止 できた.
6)女 性 ホルモ ンによる去勢 に匹敵す る副性
器萎縮 に要す る最 少量はEstradiolbenzoate
で10日法で総量0.02mgであ る.
7)5種 の女性 ホルモ ン製 剤,即ちOvahor-
mon,EstradillB,Suron,Rova1および
Estimonの効力の比較 を したが,前2者 を1.0
とする とSuronは0.OO1,Rovalおよび
Estimonは0.2である.




器お よび睾丸萎縮作 用を有す るが,副 性器萎縮
が早期 にお こ り,睾 丸萎縮は遅 発性 である.然
しEstradiolbenzoateに比較 すると性腺の萎
縮作用 は弱い.
10)前 立腺癌治療剤 であるホンバ ンはEst-
radiolbenzoateと同様な副性器萎縮作 用を有
す るが,睾 丸お よび挙肛筋重量 の減 少がない こ
とが特 徴的で,睾 丸 に対す る萎縮効果 よりも副
性器 に対す る萎縮効果が強 い ように思われる.
11)畢 丸埋没では自家睾丸埋 没のみが10日間
男性 ホルモン分泌を行 つていたが,他 家睾丸埋
没ではそれ より早期に変性 すると思われ る.
12)垂 別単独で も睾丸重 量はやや減少 し,副
性器は著 明に萎縮す るが.垂 別後にEstradiol
benzoate総量0.02mgを投与 する と睾丸,副
性器重量共 垂別単独の ものに比 し約1/2に減 少
し,Estradiolbenzoateは睾丸お よび副性器
に対 し直接作用 を有す ると思われ る.
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薩 写真3 去 勢 後Enarrnon"投与8rngで 正
常 大 となっ てい る.
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写 真2去 勢 後10日目前 立 腺 緩葉
10×10H.E.
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写真6オ パ ホル モ ンO.02mg投与 睾 丸
10×10H.E.
細精 管 狭 少 化 な く,精細 胞 粗 にな り配列 不 正,
羅
写真5ナ パ ホル モ ンe.02mg投与 後 の 前立 腺 前 葉
10×10H.E.
腺腔,腺 上 皮 共 著 明萎 縮.間 質Fibrosis
中等 度.
該,/写=・ry『it
写 真7オ パ ホル モ ンO.02mg投与 睾 丸
10×10SudanIII
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理 懸 燃
写 真10ホ ンパ ン20mg前 立 腺
10×10H.E.
腺 腔,腺 上 皮共 に萎 縮 著 明,Fibrosisも中
等 度 存 す
臓
写 真8P.H.P.100mg埋 没30日後 前立 腺
10×10H,E.
腺 上 皮 扁平 化,間 質Fibrosis軽度 に存 す.








左 側 の細精 管 は 殆 ど正 常,右 側 の ものは 精 母
細 胞 以下 の 分化 が不 良.
撚糧
籔 継Z轟
写真12垂 別9日 目 前 立 腺
10×10H,E.
や や 萎縮 性 でFibrosis中等 度,腺 上 皮 も萎




















写 真15垂 別 後 オパ ホル モ ン0.02mg投与 前 立 腺
10×10H.E.
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写 真17垂 別 後 オ パ ホル モ ン0.02mg投与 畢丸
10×10SudanIII
細 精 管辺 縁 に ズ タ ン好性 穎 粒 著 明,間 細胞 に
は 減 少
